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報告第７号 

 

 

 

   株式会社飛騨ゆいの経営状況報告について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、株

式会社飛騨ゆいの第６期（令和２年度）事業報告及び決算に関する書類並びに第７

期（令和３年度）事業計画及び予算に関する書類を別紙のとおり報告する。  

 

 

 

     令和３年９月６日提出 

 

 

                      飛騨市長  都 竹  淳 也 
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第６期（令和２年度）事業報告 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 
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第 6 期（令和２年 4 月 1 日～令和３年 3 月 31 日）事業報告 

令和２年の飛騨市の観光入込客数は約 626,167 人、対前年比 48.6％減で約 591,000 人の

減少となりました。宿泊者数は 52,897 人、対前年比 51.2％減で約 55,594 人の減少となり

ました。新型コロナウイルス感染症の影響によるものです。 

このような中、当社の第６期の売上高は 257,919 千円で、当初計画 306,426 千円を達成

することはできませんでした。 

また、令和２年度の当社の施設を利用した顧客は 90,733 人で前年対比-43,177 人減少しま

した。スキー場が今年は年末年始が営業できたことで、１月～３月の入込客は増加したもの

の、コロナ禍の影響により宿泊施設のホテル季古里や YuMe ハウス、やまびこ館、まんが

王国の利用者が減少したことや、また、入浴施設 3 館の入場者数も同様で大きく減少した

ことによるものです。 

このため、売上の増加した施設はわずかで前年比やまさち工房（+936 千円）ふるさと納

税（+5,365 千円）でした。反対に減少した施設は、ホテル季古里（-72,164 千円）、ふれあ

い広場（-3,415 千円）、やまびこ館（-9,572 千円）、YuMe ハウス（-14,087 千円）、すぱ～

ぷる（-12,383 千円）、ゆうわ～くはうす（-6,746 千円）となっています。 

売上原価率は(31.0％)の実績で、計画（28.７％）を上回りました。 

 経費面では人件費（正社員給与・雑給・福利厚生費・法定福利費）は、計画より 1,773 千

円上回り、前年比は-10,284 千円で減少しました。 

支払手数料が計画比-1,707 千円、前年比-6,016 千円で減少したのは、ホテル季古里の売

上減少に伴い、ネット予約事業者及びクレジット支払事業者への手数料が減少したためで

す。 

水道光熱費は計画より-7,695 千円、前年比-14,151 千円減少したのは、入浴施設３施設が

コロナ過で休業したことや、売り上げが減少したことによるものです。 

その他の経費についても、上記の要因により、概ね計画を下回る結果となりました、 

経常利益は、-13,812 千円で計画より-249 千円、前年比 4,869 千円で増加しました。 

 

各施設の実績 

ホテル季古里 

売上は 45,223 千円で計画を-23,286 千円、前年よりも-72,163 千円で大幅に減少しまし

た。 

利用者は前年比-3,010 人前年対比-5,191 人減少しました。 

経費面では、人件費（正社員給与・雑給・福利厚生費・法定福利費）は、前年-4,195 千円を

下回りました。休業したことによるものです。 

水道光熱費も売上減少に伴い、電気代、ガス代、灯油代全て前年を下回る結果となりまし

た。経常利益は売上が減少したため、前年より-6,709 千円下回りました。 
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すぱーふる 

入浴部門の売上は、前年対比で、-8,379 千円の減少、食堂部門の売り上げが-4,003

千円下回りました。コロナ過による影響と今年から火曜日を休日としたことも考え

られます。 

また、入館者は 30,889 人で前年対比-20,645 人減少したことも要因です。 

水道光熱費は前年-4,608 千円を下回りました。これは、コロナ過での休業や食堂の夜

の営業を休止したことによるものです。 

経常利益は計画より-2,817 千円下回り,昨年対比 1,472 千円上回りました。 

 

ふれあい広場 

売上が計画及び前年を下回ったのはコロナ過により、大会のキャンセルが影響し

ております。 

経費では肥料・芝の種子・農薬等のグランド資材の購入を控えたため、計画及び前

年を大きく下回ることができました。経常利益は-2,078 千円前年を下回りました。 

 

黒内屋内運動場 

売上・経費・利益ともにほぼ計画通りに推移しました。 

 

なかんじょ川 

緊急事態宣言により、５月の連休は営業できませんでしたが、アウトドア志向により

キャンプ場の利用が多くあり、前年度並みの売上でした。 

 

YuMe ハウス 

売上は 5,937 千円で計画よりも-5,042 千円、前年比よりも-14,087 千円で下回りまし

た。宿泊者及び宴会利用者は、934 人で前年度対比-2,096 人減少したためです。 

経費面では人件費（正社員給与・雑給・福利厚生費・法定福利費）が 7,416 千円で計

画より-883 千円及び前年より-1,710 千円下回りました。コロナ過による休業や宴会の

キャンセルによるものです。経常利益は、売上減少により、計画及び前年を下回りまし

た。 

 

ゆぅわーくはうす 

売上は、入浴及び食堂部門併せて 11,536 千円前年より-6,746 千円下回る結果となり

ました。利用者は、18,187 人で-6,720 人減少したことが要因です。 

仕入原価率は計画を上回る 46.8％（計画は 45％）となり、前年 45.3％よりも悪化し

ました。 

経費面では人件費（正社員給与・雑給・福利厚生費・法定福利費）が 12,491 千円で、
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前年より-4,752 千円を下回りました。水道光熱費は前年より-1,122 千円減少していま

す。経費削減が課題です。 

 

アスク山王 

売上は 2,275 千円昨年より 420 千円増加、利用者は、598 人で前年対比 114 人増加

しました。１２月から３月まで冬季休業。 

 

やまびこ館 

コロナ禍の影響で宿泊及び宴会が皆無で売上は 7,051 千円で前年を-9,572 千円で下

回りました。 

仕入原価率は 26.6％で前年より 3.4％上回りました。 

 

飛騨かわいスキー場 

今年は、１２月１９日からオープンでき利用者 10,732 人で、売上は 16,263 千円でし

た。今年から市内小中学生は無料となり、市から 6,300 千円の負担金補助があり、非常

に経営面で助かっております。経常利益は計画より 4,700 千円、前年より 2,148 千円上

回りました。 

 

ロッヂキューピット 

売上は、計画より 6,579 千円、昨年より 6,515 千円上回りました。経費の支出は計画

より-256 千円減少、前年より 2,239 千円上回り、経常利益は前年より上回りました。 

 

おんりー湯 

売上は計画より-8,565 千円、前年より-19,592 千円で下回りました。利用者は 8,578

人で前年対比-6,067 人減少したことが要因です。仕入原価率は 27.3％と計画通りとな

りました。 

 

ナチュール宮川 

売上は、3,736 千円前年対比-785 千円減少しました。利用者は 785 人で前年対比-189

人減少しました。１０月より冬季閉鎖。 

 

バス事業 

売上は、計画より-2,132 千円、昨年より-2,800 千円下回りました。 

 

やまさち工房 

売上はコロナ過の影響を受けイベントは全て中止、小売り部門で前年対比-10,857 
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千円減少しました。雪中酒事業が好調で、売上は 11,697 千円になりました。 

経費面では、発送配達費が雪中酒事業により 2,368 千円前年より上回りました。 

 

本部 

売上はコロナ過の影響を受けトラベル事業部は、不況でしたが、ネット販売は、前年より

+4,596 千円、ふるさと納税は、+5,365 千円増加しました。 
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V80407

決算報告書

令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月31日 まで

第６期

株 式 会 社 飛 騨 ゆ い

(法人番号:8200001032246)
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株式会社 飛騨ゆい

貸借対照表

(単位：千円)

金 額 構成比 金 額 構成比

科        目

第５期 第６期

令和 2年 3月31日現在 令和 3年 3月31日現在

% %

（資産の部）

流動資産 124,348 103,85461.9 58.2

現金及び預金 88,959 72,25044.3 40.5

売掛金 9,367 7,3694.7 4.1

商品 3,852 3,8331.9 2.1

製品 2,385 2,1441.2 1.2

仕掛品 644 8910.3 0.5

原材料 4,610 3,9212.3 2.2

貯蔵品 4,288 3,3452.1 1.9

前払費用 398 3410.2 0.2

未収入金 9,842 9,7364.9 5.5

立替金 - 20 0.0

固定資産 75,658 73,71637.7 41.3

有形固定資産 43,596 42,44721.7 23.8

建物 18,626 18,0919.3 10.1

建物付属設備 4,059 4,0592.0 2.3

構築物 3,801 3,8011.9 2.1

機械及び装置 215 1,3510.1 0.8

車両運搬具 6,582 6,9033.3 3.9

工具、器具及び備品 7,466 7,1293.7 4.0

一括償却資産 2,845 1,1101.4 0.6

無形固定資産 8,215 7,6154.1 4.3

営業権 2,362 2,3621.2 1.3

ソフトウェア 5,299 4,6992.6 2.6

借地権 153 1530.1 0.1

商標権 400 4000.2 0.2

投資その他の資産 23,845 23,65311.9 13.3

子会社株式 21,000 21,00010.5 11.8

出資金 210 2100.1 0.1

保証金 200 -0.1

預託金 835 8430.4 0.5

供託金 1,600 1,6000.8 0.9

繰延資産 942 8330.5 0.5

その他 942 8330.5 0.5

資産合計 200,948 178,405100.0 100.0

V80407
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株式会社 飛騨ゆい

貸借対照表

(単位：千円)

金 額 構成比 金 額 構成比

科        目

第５期 第６期

令和 2年 3月31日現在 令和 3年 3月31日現在

% %

（負債の部）

流動負債 24,782 17,31212.3 9.7

買掛金 3,959 4,9642.0 2.8

未払金 7,487 3,8543.7 2.2

未払法人税等 543 5430.3 0.3

未払消費税等 4,364 -2.2

前受金 5,297 4,1312.6 2.3

預り金 635 1,0630.3 0.6

入館前受金 2,487 2,7551.2 1.5

仮受金 9 -0.0

負債合計 24,782 17,31212.3 9.7

（純資産の部）

株主資本 176,165 161,09287.7 90.3

資本金 100,000 100,00049.8 56.1

資本剰余金 100,000 100,00049.8 56.1

資本準備金 100,000 100,00049.8 56.1

利益剰余金 -23,834 -38,907-11.9 -21.8

その他利益剰余金 -23,834 -38,907-11.9 -21.8

繰越利益剰余金 -23,834 -38,907-11.9 -21.8

純資産合計 176,165 161,09287.7 90.3

負債及び純資産合計 200,948 178,405100.0 100.0

V80407
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株式会社 飛騨ゆい

損益計算書

(単位：千円)

科 目

金 額 百分比 金 額 百分比

令和 2年 3月31日まで 令和 3年 3月31日まで

平成31年 4月 1日から 令和 2年 4月 1日から

第５期 第６期

% %

257,919384,381売上高 100.0 100.0

258,493385,250売上高 100.2 100.2

573869売上値引戻り高 0.2 0.2

79,896118,233売上原価 30.8 31.0

6,2376,944期首棚卸高 1.8 2.4

53,28787,260当期商品仕入高 22.7 20.7

26,34930,266当期製品製造原価 7.9 10.2

85,875124,471合      計 32.4 33.3

5,9786,237期末棚卸高 1.6 2.3

178,023266,147売上総利益 69.2 69.0

351,791402,987販売費及び一般管理費 104.8 136.4

-173,768-136,840営業利益（損失） -35.6 -67.4

159,964118,439営業外収益 30.8 62.0

58104受取利息 0.0 0.0

109,064110,459指定管理料収入 28.7 42.3

48,5904,019補助金収入 1.0 18.8

11受取配当金 0.0 0.0

2,2483,853雑収入 1.0 0.9

8281営業外費用 0.1 0.0

4-支払利息割引料 0.0

-266繰延資産償却 0.1

414雑損失 0.0 0.0

-13,812-18,682経常利益（損失） -4.9 -5.4

-4,582特別利益 1.2

-345固定資産売却益 0.1

-4,237受贈益 1.1

7082,482特別損失 0.6 0.3

7082,471固定資産除却損 0.6 0.3

-11固定資産売却損 0.0

-14,521-16,582税引前当期純利益（損失） -4.3 -5.6

552559法人税、住民税及び事業税 0.1 0.2

-15,073-17,141当期純利益（損失） -4.5 -5.8
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株式会社 飛騨ゆい

販売費及び一般管理費の内訳

(単位：千円)

科 目

金 額 百分比 金 額 百分比

令和 2年 3月31日まで 令和 3年 3月31日まで

平成31年 4月 1日から 令和 2年 4月 1日から

第５期 第６期

% %

87,95994,015従業員給与 24.5 34.1

248会議費 0.0 0.0

60752旅費交通費 0.2 0.0

10,0808,024広告宣伝費 2.1 3.9

1392,081販売促進費 0.5 0.1

7681,287サービス費 0.3 0.3

3,8961,525発送配達費 0.4 1.5

8,91710,255車両費 2.7 3.5

7083図書研修費 0.0 0.0

6,59712,614支払手数料 3.3 2.6

9,3157,890役員報酬 2.1 3.6

1,2008,800出向費 2.3 0.5

76,44678,922雑給与 20.5 29.6

-2,905従業員賞与 0.8

5,0995,631厚生費 1.5 2.0

19,79921,019法定福利費 5.5 7.7

3,9877,440減価償却費 1.9 1.5

1,3693,097地代家賃 0.8 0.5

2,9985,596修繕費 1.5 1.2

9871,314事務用消耗品費 0.3 0.4

4,7854,430通信費 1.2 1.9

50,65364,804水道光熱費 16.9 19.6

1,5491,631租税公課 0.4 0.6

142272寄付金 0.1 0.1

452784接待交際費 0.2 0.2

1,3061,421保険料 0.4 0.5

17,41717,884備品消耗品費 4.7 6.8

20,75021,296管理諸費 5.5 8.0

8711,239会費負担金 0.3 0.3

8,4788,269リース料 2.2 3.3

1,7981,915委託費 0.5 0.7

2,2133,737清掃費 1.0 0.9

1,6751,991雑費 0.5 0.6

351,791402,987販売費及び一般管理費合計 104.8 136.4
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26



株式会社 飛騨ゆい

製造原価明細書

(単位：千円)

科        目

金 額 金 額構成比 構成比

令和 2年 3月31日まで

第５期

令和 3年 3月31日まで

第６期

平成31年 4月 1日から 令和 2年 4月 1日から

% %

材料費 18,149 59.5 14,571 54.8

期首材料棚卸高 3,275 10.7 4,610 17.3

材料仕入高 19,484 63.9 13,882 52.2

合      計 22,759 74.7 18,492 69.5

期末材料棚卸高 4,610 15.1 3,921 14.7

労務費 8,327 27.3 8,370 31.5

賃金 3,459 11.3 3,954 14.9

賞与 95 0.3 -

雑給 4,157 13.6 3,507 13.2

法定福利費 506 1.7 696 2.6

厚生費 109 0.4 212 0.8

経費 4,002 13.1 3,655 13.7

外注加工費 21 0.1 26 0.1

保守点検料 195 0.6 292 1.1

電力費 1,241 4.1 865 3.3

動力燃料費 1,132 3.7 1,030 3.9

水道料 12 0.0 8 0.0

減価償却費 672 2.2 72 0.3

リース料 416 1.4 624 2.3

修繕費 102 0.3 129 0.5

租税公課 - 23 0.1

保険料 - 43 0.2

消耗品費 79 0.3 130 0.5

通信費 0 0.0 -

車両費 52 0.2 340 1.3

加工雑費 4 0.0 -

雑費 70 0.2 68 0.3

当期総製造費用 30,479 100.0 26,597 100.0

期首仕掛品棚卸高 430 644

合      計 30,910 27,241

期末仕掛品棚卸高 644 891

当期製品製造原価 30,266 26,349
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27



株主資本等変動計算書

(自 平成31年 4月 1日
至 令和 2年 3月31日)

(自 令和 2年 4月 1日
至 令和 3年 3月31日)

前事業年度 当事業年度

株主資本

資本金

当期首残高 100,000 100,000

当期変動額

当期変動額合計 0 0

当期末残高 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 100,000 100,000

当期変動額

当期変動額合計 0 0

当期末残高 100,000 100,000

資本剰余金合計

当期首残高 100,000 100,000

当期変動額

当期変動額合計 0 0

当期末残高 100,000 100,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 △6,692 △23,834

当期変動額

当期純損失 △17,141 △15,073

当期変動額合計 △17,141 △15,073

当期末残高 △23,834 △38,907

その他利益剰余金合計

当期首残高 △6,692 △23,834

当期変動額

当期純損失 △17,141 △15,073

当期変動額合計 △17,141 △15,073

当期末残高 △23,834 △38,907

利益剰余金合計

当期首残高 △6,692 △23,834

当期変動額

当期純損失 △17,141 △15,073

当期変動額合計 △17,141 △15,073

当期末残高 △23,834 △38,907

(単位：千円)
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株主資本等変動計算書

(自 平成31年 4月 1日
至 令和 2年 3月31日)

(自 令和 2年 4月 1日
至 令和 3年 3月31日)

前事業年度 当事業年度

株主資本合計

当期首残高 193,307 176,165

当期変動額

当期純損失 △17,141 △15,073

当期変動額合計 △17,141 △15,073

当期末残高 176,165 161,092

純資産合計

当期首残高 193,307 176,165

当期変動額

当期純損失 △17,141 △15,073

当期変動額合計 △17,141 △15,073

当期末残高 176,165 161,092

(単位：千円)
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株式会社　飛騨ゆい商号
令和 2年 4月 1日から

令和 3年 3月31日まで

個 別 注 記 表

Ⅰ．この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

Ⅱ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．有価証券の評価基準及び評価方法

 (1)その他有価証券

    移動平均法による原価法を採用しております。

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

    最終仕入原価法による原価法を採用しております。

３．固定資産の減価償却方法

 (1)有形固定資産

    定率法又は旧定率法を採用しております。

    ただし、平成10年4月1日以後に取得した建物（附属設備を除く）については旧定額法、平成19年4月1日

    以後に取得した建物（附属設備を除く）については定額法、平成28年4月1日以後に取得した建物附属設

    備及び構築物については定額法を採用しております。

 (2)無形固定資産

    定額法又は旧定額法を採用しております。

 (3)長期前払費用

    期間均等償却を採用しております。

４．消費税等の会計処理

    消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

Ⅲ．貸借対照表等に関する注記

１．有形固定資産の減価償却累計額 　　　　　　　　      25,060,677円

Ⅳ．株主資本等変動計算書に関する注記

１．発行済株式総数　　　　　　　 　　　　　　　　             200株

Ⅴ．一株当たり情報に関する注記

１．一株当たり純資産額は、805,462.39円であります。

２．一株当たり当期純損失は、75,367.57円であります。

                                                                                              以　上
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営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純損失 △14,521△16,582

減価償却費 5,0667,021

受取利息及び受取配当金 △60△106

支払利息 40

有形固定資産売却益 0△345

有形固定資産売却損 011

売上債権の減少額 7575,078

棚卸資産の減少額 1,644682

仕入債務の増加額 1,005△2,348

未払消費税等の増加額 4,364426

その他の流動資産の減少額 216△5,606

その他の流動負債の減少額 △2,945△4,808

小計 △4,468△16,576

利息及び配当金の受取額 60106

利息の支払額 △40

法人税等の支払額 △552△559

未定義科目の集計項目 00

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,965△17,029

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20△12,331

定期預金の払戻による収入 322,055

有形固定資産の取得による支出 △844△9,157

有形固定資産の売却による収入 △2,581△108

無形固定資産の取得による支出 301△518

投資活動によるキャッシュ･フロー △3,141△60

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 12,0000

短期借入金の返済による支出 △12,0000

財務活動によるキャッシュ・フロー 00

現金及び現金同等物に係る換算差額 00

現金及び現金同等物の減少額 △8,106△17,090

現金及び現金同等物期首残高 58,95975,486

現金及び現金同等物期末残高 42,23357,609

キャッシュ・フロー計算書

(単位 : 千円)

(自 令和 2年 4月 1日

至 令和 3年 3月31日)

(自 平成31年 4月 1日

至 令和 2年 3月31日)

前事業年度 当事業年度
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第７期（令和３年度）事業計画 

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 
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第７期(令和３年 4 月 1 日から令和４年 3 月 31 日まで)事業計画（案） 

 株式会社飛騨ゆいにとってコロナ禍で迎えた３年度は３ケ年の中期ビジョン策定の年で、

当社の成長と将来にとって極めて重要な１年です。４月には組織再編を行い、地域別事業部

制から業種別事業部制へ移行し基盤となる事業における持続的成長を目指します。 

 しかし、コロナ感染症の終息の兆しは見えず、当社の基幹産業であるサービス業は致命的

な打撃を受け、指定管理施設のほとんどは、前年度中に策定した経営計画を達成できません

でした。このままの状況が続けば、次年度以降の経営が大変厳しいものとなります。今年度

からの３ケ年は過去の体験値を捨て大鉈を振るう覚悟の大胆な経営改善に臨むことが必要

です。 

 

※事業計画策定の実施  

経営理念を明らかにし、自社を取り巻く環境について理解しながら経営戦略を立てる

ため予算を単年度事業計画と併せて中期事業計画を策定する。 

① 飛騨ゆいが進むべき方向性を自社で具現化する。 

② 単年度で黒字化は無理でも中期的に具体的な数値目標掲げ黒字化を目指す。 

③ 収益性の見込めない施設についての経営判断の検討をする。 

④ SDGs（（エスディージーズ）２０３０年までに持続可能な社会を実現するための

目標です。）を推進します。 

 

１，各事業部の取り組み 

〇アウトドア・スポーツ事業部  

アウトドア・スポーツ事業の運営する施設は３密を避けた施設としてウイズコロナ期

からアフターコロナ期の攻めのコンテンツだと捉えます。なかんじょ川とナチュールみや

がわは、インターネットを使った販売戦略の強化をします。 

令和３年度からは、ナチュールみやがわのキャンプ場の増設や飛騨かわいスキー場の

若手スタッフ起用による業務維新、グリーンシーズンの利用などで持続可能な施設を目指

し運営により組みます。 

 

ふれあい広場  今期売上目標：10，146 千円（前年比 2，147 千円） 

永年培ってきたプロサッカーチームのキャンプ誘致ができる位のクオリテイ-を維持し

大会の誘致に勤めます。今年はネンリンピック競技が予定されて期待しております。 

 

 なかんじょ川  今期売上目標：9，206 千円（前年比＋3，706 千円） 

施設の独自性を活かし,また、コロナ禍にふさわしい施設としてPRし集客に努めます。 
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飛騨かわいスキー場（ロッジキューピットを含む） 今期売上目標：22，670 千円（前

年比+294 千円） 

「市民ファミリースキー場」と定め明確にします。チケット売り場、レンタル用品、スキ

ースクールの受付の窓口を一元化します。 

新たな試みとしてグリーンシーズンの営業として２つの企画を進めます。 

① 山菜エリア 

② キャンプエリア 

 

ナチュールみやがわ  今期売上目標：7，942 千円（前年比＋3，542 千円） 

  環境・自然志向のお客様やバリアフリーの施設を有効に活用した集客に努めます。 

  今期からキャンプサイトを設営します。 

 

〇アコモデーション事業部 

  ホテル季古里  今期売上目標：74，448 千円（前年比＋5，928 千円） 

ホテル季古里は、ゆいの施設の中で一番大きい売上を占めていました。しかし、コロナ禍

の影響で損益分岐点を超える売上はなく、GoTo トラベル助成金の活用や若年層向けプラン

の販売の販売などをおこないましたが、経営改善につながる大きな効果はありませんでし

た。令和３年度は人件費を約４０％削減しました。更なる経費節減を図るため、火・水・木

曜日の定休日の設定をします。 

需要が見込めず内向けのお客様をターゲットに「予約センター」を新設し集客に努めます。 

 

YuMe ハウス   今期売上目標：12，394 千円（前年比+1，414 千円） 

  かわいスキー場・ふれあい広場に近い立地条件を生かし、スポーツ合宿の利用や「河ふ

ぐ料理」といった他にない特徴を活用した集客に努めます。 

 

やまびこ館・アスク山王  今期売上目標：14，533 千円（前年比+2，663 千円） 

  コロナ禍以前は宴会が全体の売り上げ７０％を占めておりましたが、今後も宴会需要

が見込めず大変厳しい状況が見込まめれます。 

 比較的安価に滞在できる宿として若者やサラーリマンを対象に PR に努めます。 

 

〇入浴施設事業部 

すぱーふる  今期売上目標：23，900 千円（前年比＋3，640 千円） 

  効率的な経営を徹底します。 

調理部門を隣接する季古里に一元化するなどしてサービスの低下を防ぎ経費の削減を検

討します。 
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ゆぅわーくはうす  今期売上目標：16，000 千円（前年比＋1，500 千円） 

地元の利用者が多数を占めており、誰もが気軽に立ち寄れる健康増進施設としての利

用拡大に努めます。 

食堂のパートのシフトを効率的に進め約４０％削減します。 

 

〇宮川振興事業部 

まんが王国  今期売上目標：29，400 千円（前年比+1，642 千円） 

施設の独自性の情報発信を行い集客に努めます。（買い物ツアーやドローン、アクア教

室）の実施 

杉原観光やな  今期売上目標：2，000 千円（前年比＋300 千円） 

昨年同様「やな」は設営しませんが「やなの家」での食事を提供します。 

 

〇自主事業部 

食用ばら   今期売上目標：2，200 千円 

香愛ローズグーループから事業を継承し、新たに挑戦します。 

  

やまさち工房  今期売上目標：57，649 千円（前年比-11 千円） 

コロナ禍の影響でスーパーなど小売り部門の売り上げが減少している中、ネット販売

や雪中事業に力を入れます。 

雪中酒事業に雪だるま及びイベント用雪の販売を追加します。 

 

本部  今期売上目標：16，960 千円（前年比 4，362 千円） 

    ネットショップ事業拡大のため、品ぞろえの拡充と、ふるさと納税者・飛騨市ファ

ンクラブ会員等に対しても営業いたします。 

※総括 

令和３年度は、指定管理料を収入として運営する入浴事業部と宮川振興事業部に

ついても更なる経費節減と新たな経営アイデアの創出を図ります。併せて昨年同様

代表取締役の役員の報酬を１０％、取締役の役員報酬を５％削減します。 

   YuMe ハウス、やまびこ館、アスク山王は、今年度から５年間の指定管理を受託した

ばかりですが、指定管理申請時には、ワクチンの普及の遅れや、変異型ウイルスの蔓

延などは予測できず従来通りの計画を申請しました。 

    しかしながら、コロナ禍の影響は避けて通れず施設経営については、引き続き株主

の皆様のご指導を賜り検討していきます。 



株式会社飛騨ゆい

第7期収支予算

売上高 千円 325,427 257,920 67,507

当期売上原価 千円 89,697 79,897 9,800

売上総利益 千円 235,730 178,023 57,707

販管費 千円 341,581 351,791 ▲ 10,210

給与手当 77,208 87,960 ▲ 10,752 ５名減員

会議費 0 2 ▲ 2

　 旅費交通費 122 60 62

広告宣伝費 4,233 10,080 ▲ 5,847 パンフレット作製費今期なし(昨年コロナ関連補助金で作製）

販売促進費 16 139 ▲ 123

サービス費 1,668 768 900

発送配達費 4,043 3,896 147

車両費 8,955 8,918 37

図書研修費 53 71 ▲ 18

支払手数料 9,550 6,598 2,952 アウトドア施設増収分

役員報酬 10,790 9,316 1,474

出向負担金 0 1,200 ▲ 1,200 １名減員

雑給与 64,032 76,446 ▲ 12,414

従業員賞与 0 0 0

福利厚生費 8,294 5,100 3,194

法定福利費 17,584 19,800 ▲ 2,216 正社員４名減員による

減価償却費 6,155 3,987 2,168

地代家賃 1,530 1,369 161

修繕費 3,483 2,998 485

事務用品費 1,352 987 365

通信費 4,091 4,785 ▲ 694 カラオケ撤去

水道光熱費 58,442 50,654 7,788

租税公課 1,247 1,550 ▲ 303

寄付金 152 142 10 　

接待交際費 268 453 ▲ 185

保険料 1,343 1,306 37

備品消耗品費 16,724 17,418 ▲ 694

管理諸費 18,528 20,750 ▲ 2,222 楽天市場出店料

会費負担金 842 871 ▲ 29

リース料 8,731 8,478 253

委託費 2,755 1,799 956

清掃費 2,461 2,214 247

雑費 6,929 1,676 5,253 予約センター分担金

営業利益 千円 ▲ 105,851 ▲ 173,768 67,917

営業外収益 千円 100,657 159,965 ▲ 59,308

指定管理料 99,297 109,065 ▲ 9,768 Mプラザ減

補助金収入 0 2,249 ▲ 2,249 期限切れ入浴券、友雪館除雪料ほか

雑収入 1,360 48,651 ▲ 47,291 雇用調整助成金。コロナ関連補助金等

営業外費用 千円 0 9 ▲ 9

経常利益 千円 ▲ 5,194 ▲ 13,812 8,618

特別利益 千円 0 0 0

税引前当期利益 千円 ▲ 5,194 ▲ 13,812 8,618

令和3年度計画 令和２年度実績 増減 要因

37


